
     琵琶湖森林づくり基本計画の概要

　第１．基本計画策定の趣旨

　第２．基本計画が目指す森林づくりの方向

琵 琶 湖 と 人 々 の 暮 ら し を 支 え る 森 林 づ く り の 推 進

基本方向

　 　　　　森林の多面的機能の持続的発揮に重点をおいた森林づくり
　
　　　　　 県民全体で支える森林づくり

基本方針

基本理念の目指す姿

多様な樹種、林齢の樹木が混在し、下層木や下草が生育する森林

１　森林の多面的機能の持続的発揮と地域の特性に応じた森林
　　づくり

多面的な機能を持つ森林の重要性の理解、自分たちにできる方法で
の森林づくりへの参加

２　県民の主体的な参画による森林づくり

各地域で森林づくりの計画から森林管理までの県民協働

３　全ての県民の適切な役割分担と協働による森林づくり

県産材の家づくりなど森林資源の有効利用

４　県内の森林資源の有効利用の促進による森林づくり

あらゆる世代での森林環境学習の充実、琵琶湖を持つ滋賀県の森林
の重要性の認識

５　森林づくりを支える人材の確保・育成を図りつつ推進する森林
　　づくり

　琵琶湖森林づくり条例に基づき、森林のもつ多面的機能が持続的に発揮できるように施
策の総合的かつ計画的な推進を図るため、５０年、１００年先も展望しつつ、平成３２年
（２０２０年）までの期間とする計画。
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　第３．基本計画の位置づけ

　第４．基本施策

　第５．戦略プロジェクト

　第６．推進体制

　　　　　　　琵琶湖森林づくり条例第９条の規定に基づく計画

　　　　　　　新しい森林づくりを推進する上での基本方針

             基本計画の始期：平成１７年度

　　　　　　　基本施策の目標年次：平成３２年度（２０２０年度）（長期的な目標）

　　　　　　　戦略プロジェクトの目標年次：平成２１年度（中期的な目標）

１　環境に配慮した森林づくりの推進

２　県民の協働による森林づくりの推進

３　森林資源の循環利用の促進

４　次代の森林を支える人づくりの推進

戦略１　環境に配慮した森林づくり推進プロジェクト

戦略２　県民の協働による森林づくり推進プロジェクト

戦略３　森林資源の循環利用促進プロジェクト

戦略４　次代の森林を支える人づくり推進プロジェクト

　　１　財源の確保　　　　・・・新たな財源確保のための負担の仕組みの構築
　　２　進行管理と点検評価・・・毎年進行状況の点検と森林審議会による評価
　　３　実施状況の公表　　・・・県の広報誌やホームページを活用

：基本施策を具体的、計画的に進めるために重点的
　かつ戦略的に取り組む施策
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＜第４.基本施策と第５.戦略プロジェクトの説明＞

戦略１．環境に配慮した森林づくり推進プロジェクト

 (1) 多面的機能を発揮させる森林管理の推進

　・保安林指定、山地災害の防止、森林病虫獣害の削減による森林保全
　・環境と調和した路網の整備
　・公益的機能の高い森林づくりの調査・研究

環境に配慮した森林づくりの推進

○里山林の管理
　・県民協働による森林整備
　・環境学習やレクリエーション等の場
○奥山林の管理
　・自然の遷移に委ねた管理
　・自然生態系の保全を重視

 (3) 天然林の保全管理の推進

○木材資源の循環利用をめざす森林
　・適切な間伐等の森林整備の推進
　・公益的機能重視の長伐期林等への誘導
　・間伐材の搬出と有効利用
○環境重視の管理を行う森林
　・強度間伐による針広混交林の推進

 (2)人工林の特性に配慮した森林整備の推進

基本施策　１

適切な管理を進め、多様な森林づくりに取り組みます

環境林の推進

○森林の現状調査と市町村との連携による総合的、計画的な間伐の推進
○長伐期林を目指す森林は高齢級での間伐の実施
○間伐材の搬出と有効利用
　・間伐材の産地証明による公共事業への利用拡大
　・間伐材の新用途の開発

○森林のもつ多面的機能の高度発揮のため人工林を強度間伐し針広混交林へと誘導
　・森林所有者との協定に基づき実施
○環境に配慮した新たな森林管理方法の検討

間伐総合対策の推進

５年間の主な取り組み
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戦略２．県民の協働による森林づくり推進プロジェクト

 (3) びわ湖水源のもりの日・びわ湖水源のもり
　　 づくり月間の取り組み

○様々なメディアを使った普及啓発
　・１０月１日はびわ湖水源のもりの日
　・１０月はびわ湖水源のもりづくり月間

県民の協働による森林づくりの推進

○県民協働で行う森林の整備保全活動に支援
　・里山を保全整備する仕組みづくり

 (2) 里山の整備・利活用の推進

○森林づくりへの参加のための情報提供
○上下流連携の森林づくりの推進
○流域単位での森林づくりへの県民参画の組織づくり

 (1) 県民の主体的な参画の促進

基本施策　２

県民が森林づくり活動に参加する意欲を高めます

県民が森林づくりに参加できる体制づくり

○森林づくりに取り組む意識を高める行事の実施
○もりの日等が県民に定着するような普及啓発
○もりづくり月間での集中的なボランティア活動に対する支援

○（仮称）流域森林づくり委員会の設置
○里山を県民参加の森林づくりの場として活用
○森林ボランティア活動推進のための情報発信機能の整備や場の確保等
○上下流連携による森林づくり

びわ湖水源のもりの日の啓発

５年間の主な取り組み
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戦略３．森林資源の循環利用促進プロジェクト

森林資源の循環利用の促進

○産学官の連携した調査研究の推進
○心と体の健康づくりに活用される方策の研究・検討
○木質バイオマスを有効活用する取り組みの推進

 (2) 森林資源の有効な利用の促進

○県産材住宅情報の提供や研修会の開催
○木材の需給情報の提供や産地証明および供給拠点づくりの促進
○県産材を使った公共施設等の木造化、木質化の推進

 (1) 県産材の利用の促進

基本施策　３

地産地消によって環境にやさしい木の文化づくりを進めます

産地証明で進める県産材の利用

○木材や木質成分を利用した製品の開発
○森林空間の持つ安らぎ効果等を活用する調査・研究
○木質バイオマスエネルギーの利活用の取り組みの推進

○県産材の産地証明等による利用拡大
○県産材での家づくりを普及啓発
○県産材を利用した公共施設の木造化・木質化等の推進と住宅建築活動促進
○学校等への県産材を使用した学習机等の導入推進

森林の新たな活用と研究の推進

５年間の主な取り組み
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戦略４．次代の森林を支える人づくり推進プロジェクト

 (3) 森林環境学習の推進

○生涯にわたった森林環境学習の推進
○森林体験を含めた森林環境学習の取り組みの推進

次代の森林を支える人づくりの推進

○森林組合を森林経営の中核的な担い手として育成
○森林整備の担い手となる人材の育成

 (2) 森林組合の活性化

○森林整備の意欲がある森林所有者の確保のための森林情報等の提供
○林業従事者のための雇用・就業相談や技術研修等の取り組み

 (1) 森林所有者の意欲の高揚

基本施策　４

森林づくりの大切さを広めます

森林環境学習の推進

○森林所有者への森林整備情報や技術指導を通した働きかけ
○森林斡旋情報等の提供により森林整備意欲のある森林所有者の確保
○林業従事者の就労条件の改善や技術研修等による育成
○森林組合の合併や組合加入率の向上、技術者養成による組織強化

○森林づくりや木とのふれあい体験の場として既存の施設等の活用を推進
○森林環境学習における琵琶湖と森林をつなぐ体験学習の充実
○森林体験学習を推進する学習プログラムの提供やボランティアの養成

森林を育む担い手づくり

５年間の主な取り組み
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